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ステークホルダーとの対話

当社は、アナリスト、機関投資家、個人投資家等のステークホルダーの皆様との対話において当社の考えを説明すると共に、  
いただいた貴重なご意見を経営陣へ積極的にフィードバックし、企業価値向上に繋げています。

2024年度の IR活動のテーマ
企業価値向上に向けた新経営方針の着実な市場への浸透

重点取組み事例

① 海外投資家との対話強化 • 海外機関投資家向け個別ミーティングの回数を大幅に増加させ、面談回数は過去最高の605回を記録
• 海外・アクティブ運用の機関投資家の比率を大きく向上

②  決算公表資料の刷新（開示の拡充） • 決算公表資料のデザインを刷新 
• アナリスト・機関投資家からのフィードバックを受け、四半期毎に開示内容を拡充

③  IRイベントの拡充
• 社外取締役とアナリスト・機関投資家の対話機会創出
• 事業説明会の開催頻度向上 (北米電力関連事業、デサント）
• 統合レポート説明会（5回目）のラージ形式での開催

2025年度に重点的に取組む事項
マルチプル向上に向けた開示資料の更なる拡充、当社成長戦略の理解を深めるイベントの開催、機関投資家対応の強化・進化

主なIR活動実績 

活動 2022年度実績 2023年度実績 2024年度実績

アナリスト・機関投資家向け個別ミーティング 333回 426回 605回

　–うち海外 107回 201回 339回

　–うち国内 226回 225回 266回

アナリスト・機関投資家向け決算説明会*1 4回 4回 5回

アナリスト・機関投資家向け事業説明会／サステナビリティ説明会 1回 1回 2回

アナリスト・機関投資家向け施設見学会 0回 1回 1回

海外ロードショー 5回 5回 6回

証券会社主催コンファレンス 6回 6回 10回

個人投資家向け説明会 3回 3回 2回

*1 アナリスト・機関投資家向け決算説明会には、2024年4月3日に開催した経営方針に関する説明会を含んでいます。

機関投資家向け個別ミーティング

アナリスト・機関投資家向け決算 
説明会

インデックスへの採用状況 
• JPX日経インデックス400
• JPXプライム150指数
• TOPIX Core 30／TOPIX 100／TOPIX 500／TOPIX 1000
• TOPIX 高配当40指数
• 日経平均株価（日経225）
• 日経株価指数300／日経500種平均株価
• MSCI Japan Index*3

• MSCI Japan高配当利回り*3

ESG関連インデックスへの組み入れ状況 
• MSCI日本株ESGセレクト･リーダーズ指数★ *4

• FTSE4Good Index Series
• FTSE Blossom Japan Index★
• FTSE Blossom Japan Sector Relative Index★
• Dow Jones Best-in-Class Indices（World / Asia Pacific Index）
• S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数★
• SOMPOサステナビリティ・インデックス
• Morningstar Japan ex-REIT Gender Diversity Tilt Index★

格付情報（2025年7月現在） 

格付機関名 長期（見通し） 短期
日本格付研究所（JCR） AA＋（安定的） J-1＋

格付投資情報センター（R&I） AA（安定的） a-1＋

ムーディーズ・インベスターズ・サービス A2（安定的） P-1

S&Pグローバル・レーティング A（安定的） A-1

ESG格付状況（2025年7月現在） 

• MSCI ESG格付：AAA*4

• S&P Global CSA Score 2024：Top 1%

★ 年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が選定したESG指数
*3  当社のMSCI指数への組み入れ、及び当統合レポートにおけるMSCIのロゴ、商標、サービスマークまたは
指数名称の使用は、MSCIまたはその関連会社による当社への後援、保証、販促には該当しません。MSCI 
指数はMSCIの独占的財産です。MSCI指数の名称及びロゴはMSCIまたはその関係会社の商標または
サービスマークです。

*4  当社のMSCI ESG Research LLCまたはその関連会社（MSCI）のデータの使用や、MSCIのロゴ、商標、
サービスマークやインデックス名の使用は、MSCIによる当社の後援、宣伝、販売促進を行うものではありま
せん。MSCIのサービスとデータは、MSCIまたはその情報プロバイダーの資産であり、現状を提示するもの
であり、保証するものではありません。MSCIの名称とロゴは、MSCIの商標またはトレードマークです。

IR活動に対する外部評価

株価推移
単位：倍

IR活動全般 • 一般社団法人日本 IR協議会：「IR優良企業賞」「“共感！”IR賞」

統合レポート
• 年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）：国内株式運用機関が選ぶ「優れた統合報告書」
• WICIジャパン統合リポート・アウォード2024：「The Best Gold Award（優秀企業賞）」
• 第4回日経統合報告書アワード：「準グランプリ」

IRサイト
• 大和インベスター・リレーションズ㈱ インターネットIR表彰2024：「最優秀賞（総合1位）」
• 日興アイ・アール㈱ 2024年度全上場企業ホームページ充実度ランキング：「総合・最優秀サイト」「業種別（卸売業）・最優秀サイト」
• ㈱ブロードバンドセキュリティ Gomez IRサイトランキング2024：「優秀企業：金賞」

*2  当社は、自己株式165,289千株（発行済株式数の10.43%）を所有していますが、左記大株
主から除外しています。また、持株比率は自己株式を除いた発行済株式数に対する持株数
の割合を表示しています。

個人投資家 • ㈱ジェイ・ディー・パワー ジャパン 2025年個人株主満足度調査：「総合商社部門：第1位」

IR活動

株式・株主情報（2025年3月31日現在）

企業活動・IR活動に対する外部評価
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* 2015年3月31日の終値を1とした、2025年6月30日までの株価推移

（年度） 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

伊藤忠商事
5.8倍

S&P500
3.0倍

TOPIX
1.8倍

ステークホルダーの皆様との積極的な対話を通じた適切な情報の発信や、経営陣
に対する市場の声のフィードバックにより、企業価値向上を支援しています。

企業価値の向上 

創出価値の拡大 

資本コストの低減 成長率の向上 

大株主の状況*2

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 232,181 16.36％

BNYM AS AGT / CLTS 10 PERCENT 146,102 10.29％

㈱日本カストディ銀行（信託口） 72,943 5.14％

JPモルガン証券㈱ 36,655 2.58％

日本生命保険相互会社 34,056 2.40％

㈱みずほ銀行 31,200 2.20％

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505001 31,073 2.19％

STATE STREET BANK WEST CLIENT - 
TREATY 505234 24,439 1.72％

JP MORGAN CHASE BANK 385781 18,941 1.33％

朝日生命保険相互会社 18,720 1.32％

金融機関：34.05%

自己株式：10.43%

その他国内法人： 
2.10%

証券会社： 
3.64%

個人・その他： 
11.78%

外国人：38.00%

所有者別分布状況

9796 伊藤忠商事株式会社 統合レポート2025 伊藤忠商事株式会社 統合レポート2025
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